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１  調 査 の 背 景 と 概 要                                  

認 知 行 動 療 法 （ C o g n i t i v e  B e h a v i o r a l  T h e r a p y :  C B T） と は 、 視 野 を 広 げ て ネ ガ テ ィ ブ な

考 え に 囚 わ れ な い よ う に し た り 、日 々 の 暮 ら し 方 を 具 体 的 に 変 え て い く よ う な 取 り 組 み を 進

め て い く 心 理 療 法 の こ と を 言 い ま す 。妊 産 婦 等 を は じ め と し て 、薬 物 以 外 の 治 療 を 求 め る 患

者 の た め の 治 療 選 択 肢 と し て 注 目 さ れ て い ま す 。  

諸 外 国 で は 、認 知 行 動 療 法 を 普 及 さ せ る た め の 施 策 が 行 わ れ つ つ あ り ま す 。た と え ば 、イ

ギ リ ス で は 、心 理 療 法 ア ク セ ス 改 善（ I m p r o v n g  A c c e s s  t o  P s y c h o l o g i c a l  Tr e a t m e n t s :  I A P T）

と い う 科 学 的 根 拠 に 基 づ い た 心 理 療 法 の 提 供 体 制 の 充 実 を 目 的 と し た 施 策 を 推 進 し な が ら 、

心 理 支 援 技 術 者 を 養 成 す る カ リ キ ュ ラ ム を 構 築 ・ 実 行 し ま し た （ 英 国 国 立 医 療 技 術 評 価 機

構：N I C E）。こ の 施 策 に よ っ て 、３ 年 間 で 約 3 , 6 0 0 人 の 心 理 支 援 技 術 者 が 認 知 行 動 療 法 を 習

得 し 、う つ 病 や 不 安 症 を 抱 え る 患 者 に 治 療 を 届 け る の に 必 要 な 数 の 心 理 師 が 育 成 さ れ る こ と

と な り ま し た （ C l a r k  e t  a l . ,  2 0 0 9）。  

日 本 で も 、認 知 行 動 療 法 が 普 及 す る た め の 準 備 は 整 い 始 め て い ま す 。日 本 国 内 の 疫 学 調 査

に よ る と 、大 う つ 病 の 生 涯 有 病 率 は 6 . 3 %で あ り（ 立 森 ら ， 2 0 0 7）、お よ そ 1 6 人 に 1 人 の 割

合 で 抑 う つ 気 分 等 に よ る 生 活 困 難 が 生 じ て い る こ と が 明 ら か に な っ て い ま す 。こ う し た 状 況

を 受 け て 、2 0 1 0 年 ４ 月 か ら う つ 病 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 が 診 療 報 酬 の 評 価 対 象 と な り 、

医 師 が マ ニ ュ ア ル に 基 づ い て 実 施 し た 場 合 に 算 定 さ れ る よ う に な り ま し た 。 ま た 、 2 0 1 6 年

４ 月 か ら は 、強 迫 性 障 害 、社 交 不 安 障 害 、パ ニ ッ ク 障 害 ま た は 心 的 外 傷 後 ス ト レ ス 障 害 に 対

し て も 、認 知 行 動 療 法 が 診 療 報 酬 の 評 価 対 象 に な っ て い ま す 。う つ 病 に 対 す る 認 知 行 動 療 法

の 国 内 に お け る 効 果 研 究 で は 、 心 理 師 に よ る 認 知 行 動 療 法 の 有 効 性 も 報 告 さ れ て お り （ 佐

藤・丹 野 ,  2 0 1 2）、認 知 行 動 療 法 は 日 本 国 内 に お い て 今 後 ま す ま す 広 ま る も の と 思 わ れ ま す 。  

し か し な が ら 、日 本 に お け る 認 知 行 動 療 法 の 普 及 の た め の 取 り 組 み は 発 展 途 上 で あ り 、そ

も そ も 認 知 行 動 療 法 が ど れ ほ ど 普 及 し て い る の か と い っ た 実 態 も つ か め て い ま せ ん 。  

そ こ で 、① 日 本 の 精 神 科 診 療 所 に お け る 認 知 行 動 療 法 の 実 施 状 況 、② 認 知 行 動 療 法 の 実 施

を 阻 害 し て い る 要 因 、の ２ 点 に 焦 点 を 当 て て 、全 国 の 精 神 科 診 療 所 を 対 象 と し た 実 態 調 査 を

お こ な い ま し た 。  
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２  調 査 手 続 き  

厚 生 労 働 省 地 方 厚 生 局 が 公 表 し て い る 医 療 機 関 の 公 表 情 報 （ オ ー プ ン デ ー タ ） を 用 い て 、

日 本 全 国 の 医 療 機 関 リ ス ト を 作 成 し ま し た 。次 に 、調 査 対 象 と な る 精 神 科 診 療 所 を 選 定 し ま

し た 。  

 

＊ 本 調 査 に お け る 「 精 神 科 診 療 所 」 の 定 義  

厚 生 労 働 省（ 地 方 厚 生 局 ）が 公 表 し て い る 医 療 機 関 の 公 表 情 報（ オ ー プ ン デ ー タ ）に 掲 載 さ

れ て い る 機 関 の う ち 、 以 下 の ２ つ を 同 時 に 満 た す も の 。  

① 診 療 科 目 に 精 神 科 、 心 療 内 科 、 お よ び そ れ に 準 ず る も の （ 例 ： 児 童 精 神 科 ） を 含 む こ と  

② 病 床 数 が 2 0 未 満 で あ る こ と  

 

上 記 の ① を 満 た し た 機 関 は 、 9 , 1 7 6 施 設 で し た 。そ の う ち 、上 記 ② も 同 時 に 満 た し て 調 査

対 象 機 関 と な っ た の は 、6 , 2 6 5 施 設 で し た 。調 査 対 象 機 関 に 対 し て 、調 査 依 頼 状 、調 査 用 紙 、

返 信 用 封 筒 が 同 封 さ れ た 封 筒 を 郵 送 し 、 回 答 済 み 調 査 用 紙 が 返 送 さ れ た 1 , 0 1 9 件 （ 回 答 率

1 6 . 5 %） の 回 答 を 分 析 対 象 と し ま し た 。  

 

２ － １  調 査 実 施 時 期  

2 0 1 6 年 9 月 1 日 に 、 全 調 査 対 象 機 関 へ 調 査 用 紙 を 一 斉 発 送 し ま し た 。 2 0 1 7 年 2 月 2 8 日

ま で に 回 答 済 み 調 査 用 紙 が 返 送 さ れ た も の を 、 分 析 対 象 と し ま し た 。  

 

２ － ２  調 査 内 容  

２ － ２ － １  デ モ グ ラ フ ィ ッ ク デ ー タ  

回 答 者 の 性 別 、 年 齢 、 職 種 、 調 査 対 象 機 関 で の 勤 続 年 数 に つ い て 回 答 を 求 め ま し た 。  

 

２ － ２ － ２  精 神 療 法 の 実 施 状 況  

( a )  調 査 対 象 機 関 で 実 施 し て い る 精 神 療 法 （ 複 数 回 答 可 ）： 認 知 行 動 療 法 、 精 神 分 析 的 心 理
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療 法 、 対 人 関 係 療 法 、 ク ラ イ エ ン ト 中 心 療 法 、 家 族 療 法 、 そ の 他 （ 自 由 記 述 ） の 中 か ら

回 答 を 求 め ま し た 。  

※ N o l e n - H o e ks e m a  e t  a l .（ 2 0 1 4） か ら 代 表 的 な 精 神 療 法 を 抽 出 し ま し た 。  

( b )  各 精 神 疾 患 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 の 実 施 状 況：注 意 欠 如・多 動 性 障 害（ 成 人 期 ）や 統 合

失 調 症 、 双 極 性 障 害 、 う つ 病 （ D S M - 5） と い っ た 認 知 行 動 療 法 適 応 疾 患 （ 有 効 な 心 理 社

会 的 治 療 法 の ひ と つ に 認 知 行 動 療 法 が 含 ま れ て い る 精 神 疾 患 ）に つ い て 、「 ４：よ く 実 施

す る 」「 ３：た ま に 実 施 す る 」「 ２：あ ま り 実 施 し な い 」「 １：治 療 機 会 は あ る が ま っ た く

実 施 し な い 」「 ０ ： 治 療 の 機 会 が な い （ 例 ： 受 診 し て こ な い ）」 の ５ 件 法 で 回 答 を 求 め ま

し た 。  

※ 認 知 行 動 療 法 適 応 疾 患 は 、 ア メ リ カ 心 理 学 会 第 1 2 部 会 の ホ ー ム ペ ー ジ

（ h t t p s : / / w w w. d i v 1 2 . o r g / p s y c h o l o g i c a l - t r e a t m e n t s /） を 参 考 に 抽 出 し ま し た 。  

( c )  患 者 か ら の 認 知 行 動 療 法 実 施 ニ ー ズ ：「 あ な た の 職 場 で は 、 患 者 様 か ら 認 知 行 動 療 法 を

受 け た い と 相 談 さ れ た こ と が あ り ま す か ？ 」と い う 質 問 項 目 に 対 し て 、「 は い 」「 い い え 」

の ２ 択 で の 回 答 を 求 め ま し た 。  

( d )  調 査 対 象 機 関 で の 認 知 行 動 療 法 実 施 ス テ ー ジ：認 知 行 動 療 法 の 実 施 状 況 に つ い て 、以 下

の ５ つ の 選 択 肢 の 中 か ら １ つ を 選 ぶ よ う 求 め ま し た 。 各 選 択 肢 は 、 P r o c h a s ka  a n d  

D i C l e m e n t e（ 1 9 8 2） が 提 唱 し た Tr a n s t h e o r e t i c a l  m o d e l に お け る 行 動 変 容 の ス テ ー ジ

の 枠 組 み に 照 ら し 合 わ せ て 、 分 析 時 に 以 下 の （   ） 内 の よ う に 命 名 さ れ ま し た 。  

（ 前 熟 考 期 ）  a .  実 施 す る つ も り は な い 。  

（ 熟 考 期 ）  b .  実 施 し た い と 思 う が 、具 体 的 な 実 施 開 始 や ス タ ッ フ 雇 用 等 の 予 定 は な い 。 

（ 準 備 期 ）  c .  実 施 し 始 め る 予 定 が あ る 。 ま た は 、 認 知 行 動 療 法 を 実 施 で き る ス タ ッ フ

を 雇 用 す る 予 定 が あ る 。  

（ 実 行 期 ）  d .  す で に 実 施 し 始 め て 、 ３ 年 未 満 で あ る 。  

（ 維 持 期 ）  e .  す で に 実 施 し 始 め て 、 ３ 年 以 上 経 過 し て い る 。  

( e )  認 知 行 動 療 法 実 施 の 阻 害 要 因：精 神 科 病 院 や 心 療 内 科 ク リ ニ ッ ク に 勤 務 す る 医 師 ２ 名 と

臨 床 心 理 士 ６ 名 に 認 知 行 動 療 法 実 施 の 阻 害 要 因 に 関 す る 非 構 造 化 面 接 を 行 い 、 認 知 行 動

https://www.div12.org/psychological-treatments/
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療 法 実 施 の 阻 害 要 因 に 関 す る 項 目 を 作 成 し ま し た 。 項 目 は 臨 床 心 理 士 ４ 名 に よ っ て 、 1 2

項 目 が 選 定 さ れ 、そ れ ぞ れ「 個 人 的 要 因 」（ 治 療 者 個 人 に 帰 着 さ れ る 要 因 ）と「 組 織 的 要

因 」（ 治 療 環 境 に 帰 着 さ れ る 要 因 ） に 分 類 さ れ ま し た 。「 あ な た （ 回 答 者 ） の 職 場 で 認 知

行 動 療 法 を 実 施 し て い て 困 る こ と 、 ま た は 認 知 行 動 療 法 の 実 施 に 至 ら な い 理 由 に は 、 ど

の よ う な こ と が あ り ま す か ？ 」 と い う 教 示 文 を 提 示 す る と と も に 、 該 当 す る 項 目 を 選 択

す る よ う 求 め ま し た （ 複 数 回 答 可 ）。「 そ の 他 」 を 選 択 し た 場 合 に は 、 自 由 記 述 に て 内 容

の 回 答 を 求 め ま し た  

( f )  認 知 行 動 療 法 を 実 施 す る ス タ ッ フ の 職 種 （ 複 数 回 答 可 ）： 医 師 、 看 護 師 、 作 業 療 法 士 、

精 神 保 健 福 祉 士 、 臨 床 心 理 士 、 そ の 他 （ 自 由 記 述 ）、 の 中 か ら 選 択 す る よ う 求 め ま し た 。 

 

３  結 果 と 考 察  

３ － １  回 答 者 の 特 徴  

回 答 者 の 性 別 、職 種 、年 齢 、調 査 対 象 機 関 で の 勤 続 年 数 に つ い て 回 答 を 求 め ま し た 。回 答

結 果 を ま と め た の が 、 Ta b l e 1 で す 。  

 

 

 

女 性 よ り も 男 性 が 多 く 、最 も 多 い 職 業 は 医 師 で し た 。平 均 年 齢 や 平 均 勤 続 年 数 の 長 さ を ふ

ま え る と 、 地 域 で の 精 神 医 療 を 長 年 営 ん で き た 医 療 従 事 者 か ら 回 答 を 得 た と 考 え ら れ ま す 。 



6 

 

３ － ２  精 神 療 法 の 実 施 状 況 と 認 知 行 動 療 法 実 施 率  

各 診 療 所 で 実 施 し て い る 精 神 療 法 に つ い て 、認 知 行 動 療 法 、精 神 分 析 的 心 理 療 法 、対 人 関

係 療 法 、ク ラ イ エ ン ト 中 心 療 法 、家 族 療 法 、そ の 他 の 中 か ら 、多 肢 選 択 式 で 回 答 を 求 め ま し

た （ 複 数 回 答 可 ）。 選 択 肢 を 作 成 す る に あ た っ て は 、 心 理 学 の 学 部 教 育 で 教 科 書 と し て 使 用

さ れ る こ と も あ る「 H i l g a r d’s  I n t r o d u c t i o n  t o  P s y c h o l o g y,  1 6 t h  e d i t i o n」（ N o l e n - H o e ks e m a  

e t  a l . ,  2 0 1 4）か ら 、代 表 的 な 精 神 療 法 を 抽 出 し ま し た 。ま た 、「 そ の 他 」を 選 ん だ 場 合 に は 、

自 由 記 述 に て 内 容 の 回 答 を 求 め ま し た 。  

 

３ － ２ － １  精 神 療 法 の 実 施 状 況  

上 記 の 選 択 肢 へ の 回 答 を ま と め た の が 、 F i g u r e 1 で す 。  

 

 

 

選 択 肢 に あ る 精 神 療 法 の う ち １ つ だ け を 選 択 し た も の を 「 単 独 使 用 」、 ２ つ 以 上 を 選 択 し

た も の を「 折 衷 使 用 」と 定 義 し ま し た 。た と え ば 、あ る 診 療 所 が 認 知 行 動 療 法 だ け を 選 択 し
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た 場 合 は 認 知 行 動 療 法 の「 単 独 使 用 」に カ ウ ン ト さ れ 、認 知 行 動 療 法 と 家 族 療 法 を 選 択 し た

場 合 は 認 知 行 動 療 法 と 家 族 療 法 そ れ ぞ れ の 「 折 衷 使 用 」 に カ ウ ン ト さ れ ま す 。  

折 衷 使 用 と 単 独 使 用 を 合 計 し た 単 純 な 実 施 率 で は 、 認 知 行 動 療 法 （ 3 7 . 9 %） が 最 も 多 く 、

次 に そ の 他 、ク ラ イ エ ン ト 中 心 療 法 、精 神 分 析 的 心 理 療 法 、家 族 療 法 、対 人 関 係 療 法 の 順 と

な り ま し た 。「 そ の 他 」 に は 、 支 持 的 精 神 療 法 、 森 田 療 法 、 E M D R、 ソ リ ュ ー シ ョ ン ・ フ ォ

ー カ ス ト・ア プ ロ ー チ 、ふ つ う の 精 神 療 法 、い ろ い ろ な エ ッ セ ン ス を 取 り 入 れ た 一 般 的 な 精

神 療 法 、と い っ た 記 述 が 多 く 見 ら れ ま し た 。認 知 行 動 療 法 の 実 施 阻 害 要 因 等 に つ い て も た ず

ね る 調 査 で あ る こ と か ら 、認 知 行 動 療 法 に 興 味 を 持 っ て い る 人 か ら の 回 答 が 多 く な っ た 可 能

性 が あ り 、こ の 結 果 の み を 根 拠 に し て「 認 知 行 動 療 法 が 最 も 広 く 用 い ら れ て い る 精 神 療 法 で

あ る 」 と 結 論 づ け る こ と は で き な い と い う 点 に は 留 意 が 必 要 で す 。  

各 精 神 療 法 の 折 衷 率 は 、高 い 順 に 、家 族 療 法 が 9 5 . 9 %、対 人 関 係 療 法 が 9 4 . 8 %、ク ラ イ エ

ン ト 中 心 療 法 が 8 2 . 7 %、精 神 分 析 的 心 理 療 法 が 8 0 . 3 %、認 知 行 動 療 法 が 7 9 . 5 %で し た 。認 知

行 動 療 法 を 実 施 し て い る 診 療 所 の 約 ８ 割 が 、そ の 他 の 精 神 療 法 と 折 衷 す る 形 で 認 知 行 動 療 法

を 取 り 入 れ て い ま し た 。  

 

３ － ２ － ２  都 道 府 県 別 の 認 知 行 動 療 法 実 施 率 お よ び 回 答 率  

認 知 行 動 療 法 の 実 施 率 を 算 出 す る に あ た っ て は 、実 施 し て い る 精 神 療 法 に「 認 知 行 動 療 法 」

が 含 ま れ る 診 療 所（ 単 独 使 用 か 折 衷 使 用 か は 問 わ な い ）を 、認 知 行 動 療 法 実 施 診 療 所 と 定 義

し ま し た 。  

都 道 府 県 別 の 調 査 回 答 率 と 認 知 行 動 療 法 実 施 率 を ま と め た の が 、Ta b l e 2 で す 。 青  は 各

指 標 の 上 位 ５ 地 域 、  黄  は 各 指 標 の 下 位 ５ 地 域 を 指 し ま す 。  
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都道府県名 人口a) 精神医療

診療所数b)

調査用紙
到達数

調査用紙

到達率(%)
c)

回答済み
返送数

回答率(%)
d)

CBT
e)実施

診療所数f)

CBT実施率(%)

（全体）g)

CBT実施率(%)

（回答者内）h)

北海道 5,360,032 178 177 99.4 36 20.3 19 10.7 52.8

青森県 1,304,813 38 38 100.0 7 18.4 2 5.3 28.6 ＝ 上位５地域

岩手県 1,274,574 40 40 100.0 4 10.0 3 7.5 75.0

秋田県 1,020,199 38 38 100.0 5 13.2 4 10.5 80.0

山形県 1,118,381 41 40 97.6 5 12.5 1 2.5 20.0 ＝ 下位５地域

宮城県 2,319,616 94 94 100.0 15 16.0 4 4.3 26.7

福島県 1,905,278 71 71 100.0 8 11.3 2 2.8 25.0

茨城県 2,875,434 94 94 100.0 20 21.3 9 9.6 45.0

栃木県 1,947,505 63 62 98.4 11 17.7 3 4.8 27.3

群馬県 1,935,898 85 84 98.8 10 11.9 1 1.2 10.0

埼玉県 7,160,471 245 239 97.6 36 15.1 13 5.4 36.1

千葉県 6,130,930 216 215 99.5 29 13.5 11 5.1 37.9

東京都 13,131,172 1157 1135 98.1 153 13.5 73 6.4 47.7

神奈川県 8,979,438 545 538 98.7 103 19.1 35 6.5 34.0

山梨県 823,723 28 27 96.4 2 7.4 0 0.0 0.0

新潟県 2,292,676 65 65 100.0 14 21.5 6 9.2 42.9

長野県 2,072,135 75 73 97.3 19 26.0 10 13.7 52.6

富山県 1,055,528 21 21 100.0 4 19.0 2 9.5 50.0

石川県 1,144,626 34 34 100.0 3 8.8 1 2.9 33.3

福井県 777,192 25 25 100.0 4 16.0 1 4.0 25.0

静岡県 3,640,343 127 123 96.9 26 21.1 12 9.8 46.2

愛知県 7,315,314 279 277 99.3 46 16.6 20 7.2 43.5

岐阜県 1,996,303 63 62 98.4 16 25.8 7 11.3 43.8

三重県 1,784,379 70 70 100.0 14 20.0 5 7.1 35.7

滋賀県 1,392,890 45 45 100.0 10 22.2 6 13.3 60.0

京都府 2,565,573 174 170 97.7 22 12.9 6 3.5 27.3

大阪府 8,683,865 678 672 99.1 85 12.6 30 4.5 35.3

兵庫県 5,456,154 291 289 99.3 28 9.7 10 3.5 35.7

奈良県 1,355,570 75 74 98.7 8 10.8 2 2.7 25.0

和歌山県 958,901 57 56 98.2 12 21.4 2 3.6 16.7

鳥取県 570,037 25 25 100.0 9 36.0 3 12.0 33.3

岡山県 1,903,981 102 101 99.0 23 22.8 6 5.9 26.1

島根県 688,953 47 46 97.9 15 32.6 6 13.0 40.0

広島県 2,808,773 143 141 98.6 24 17.0 7 5.0 29.2

山口県 1,393,199 70 70 100.0 12 17.1 2 2.9 16.7

香川県 969,270 42 42 100.0 6 14.3 1 2.4 16.7

徳島県 751,830 49 49 100.0 4 8.2 1 2.0 25.0

愛媛県 1,377,071 64 64 100.0 9 14.1 1 1.6 11.1

高知県 725,032 25 25 100.0 4 16.0 0 0.0 0.0

福岡県 5,053,500 268 265 98.9 47 17.7 18 6.8 38.3

佐賀県 828,944 28 27 96.4 5 18.5 2 7.4 40.0

大分県 1,157,581 56 56 100.0 9 16.1 2 3.6 22.2

熊本県 1,777,726 75 74 98.7 11 14.9 5 6.8 45.5

長崎県 1,369,432 63 62 98.4 12 19.4 4 6.5 33.3

宮崎県 1,100,364 44 44 100.0 6 13.6 4 9.1 66.7

鹿児島県 1,642,281 57 56 98.2 9 16.1 2 3.6 22.2

沖縄県 1,422,412 95 92 96.8 15 16.3 7 7.6 46.7

都道府県不明 44 15 34.1

全国 125,319,299 6265 6187 98.8 1019 16.5 386 6.2 37.9

Table 2　本調査への回答率および認知行動療法実施率（都道府県別）

a)
 平成27年確定値（総務省統計局「平成27年国勢調査　年齢・国籍不詳をあん分した人口 （参考表）」から引用）

b)
 精神科，心療内科，またはそれに準ずる診療科目を含む診療所の数。

c)
 調査用紙到達率＝調査用紙到達数／精神医療診療所数

d)
 回答率＝回答済み返送数／調査用紙到達数

青

黄

f)
 実施している精神療法に関する回答に「認知行動療法」を含む診療所の数

g)
 CBT実施率（全体）＝CBT実施診療所数／精神医療診療所数

h)
 CBT実施率（回答者内）＝CBT実施診療所数／回答済み返送数

e)
 CBT: Cognitive Behavioral Therapy （認知行動療法）
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回 答 率 の 上 位 ５ 地 域 は 、鳥 取 県（ 3 6 . 0 %）、島 根 県（ 3 2 . 6 %）、長 野 県（ 2 6 . 0 %）、岐 阜 県（ 2 5 . 8 %）、

岡 山 県（ 2 2 . 8 %）と 、中 国 地 方 お よ び 中 部 地 方 が 占 め ま し た 。特 に 中 部 地 方 に お い て 回 答 率

が 高 く な る 傾 向 に つ い て は 、調 査 実 施 責 任 者 の 所 属 が 長 野 県 の 国 立 大 学（ 信 州 大 学 ）で あ る

こ と が 影 響 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ ま す 。  

認 知 行 動 療 法 導 入 率 は 、各 都 道 府 県 の 全 精 神 科 診 療 所 を 分 母 と し た 場 合 の 認 知 行 動 療 法 実

施 診 療 所 の 割 合（ 全 体 実 施 率 ）と 、各 都 道 府 県 の 全 回 答 者 を 分 母 と し た 場 合 の 認 知 行 動 療 法

実 施 診 療 所 の 割 合 （ 回 答 者 内 実 施 率 ） の ２ つ に 分 け て 算 出 し ま し た 。  
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３ － ２ － ３  都 道 府 県 別 の 認 知 行 動 療 法 実 施 率 （ 全 体 実 施 率 ）  

認 知 行 動 療 法 の 全 体 実 施 率 は 、 日 本 全 国 で は 6 . 2 %で し た 。 全 体 実 施 率 の 差 異 を 都 道 府 県

別 に 色 分 け し て グ ラ フ 化 し た の が 、 F i g u r e  2 で す 。 上 位 ５ 地 域 は 、 長 野 県 （ 1 3 . 7 %）、 滋 賀

県 （ 1 3 . 3 %）、 島 根 県 （ 1 3 . 0 %）、 鳥 取 県 （ 1 2 . 0 %）、 岐 阜 県 （ 11 . 3 %） で し た 。 実 施 率 が 最 も

高 い 長 野 県 で も 精 神 科 診 療 所 ７ 施 設 に つ き １ 施 設 程 度 に と ど ま っ て お り 、薬 物 以 外 の 治 療 選

択 肢 が 必 要 な 患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 の 提 供 体 制 は 不 十 分 で あ る と 考 え ら れ ま す 。  

全 体 実 施 率 は 、未 回 答 の 診 療 所 を 分 母 に 含 ん で お り 、回 答 が な か っ た 診 療 所 は す べ て 認 知

行 動 療 法 を 実 施 し て い な い と い う 前 提 で 算 出 さ れ ま す の で 、認 知 行 動 療 法 実 施 率 を 最 も 控 え

め に 表 現 す る 指 標 で す 。 一 方 、 回 答 率 と の 相 関 関 係 が 強 く （ r  =  . 7 1 7）、 回 答 率 に 影 響 を 与

え る 要 因（ 例：調 査 実 施 責 任 者 の 所 属 地 域 ）の 影 響 を 間 接 的 に 受 け て い る 可 能 性 が あ り ま す 。  
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３ － ２ － ４  都 道 府 県 別 の 認 知 行 動 療 法 実 施 率 （ 回 答 者 内 実 施 率 ）  

認 知 行 動 療 法 の 回 答 者 内 実 施 率 は 、日 本 全 国 で は 3 7 . 9 %で し た 。回 答 者 内 実 施 率 の 差 異 を

都 道 府 県 別 に 色 分 け し て グ ラ フ 化 し た の が 、F i g u r e  3 で す 。上 位 ５ 地 域 は 、秋 田 県（ 8 0 . 0 %）、

岩 手 県 （ 7 5 . 0 %）、 宮 崎 県 （ 6 6 . 7 %）、 滋 賀 県 （ 6 0 . 0 %）、 北 海 道 （ 5 2 . 8 %） と 、 北 海 道 ・ 東 北

地 方 に お い て 比 較 的 高 い 値 が 見 ら れ ま し た 。  

回 答 者 内 実 施 率 は 、各 都 道 府 県 の 回 答 率 の 影 響 を 受 け に く い と い う 点 で 、認 知 行 動 療 法 実

施 率 の 地 域 差 を 調 べ る の に 適 し て い ま す 。一 方 、回 答 が あ っ た 診 療 所 の み が 計 算 に 使 用 さ れ

ま す の で 、 認 知 行 動 療 法 実 施 率 が 過 大 評 価 さ れ て い る 可 能 性 が あ り ま す 。  

 

 

認 知 行 動 療 法 実 施 率 の 結 果 を 読 み 取 る 際 に は 、4 7 都 道 府 県 の う ち 1 9 県 で 回 答 済 み 返 送 数

が 1 0 未 満 と な っ て お り 、 回 答 数 が 少 な い （ 人 口 が 少 な い ） 都 道 府 県 ほ ど １ 件 の 回 答 内 容 が

認 知 行 動 療 法 実 施 率 に 大 き く 影 響 し て い る と い う 点 に も 注 意 が 必 要 で す 。  
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３ － ３  各 精 神 疾 患 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 の 実 施 状 況  

認 知 行 動 療 法 を 実 施 し て い る 診 療 所 を 対 象 と し て 、注 意 欠 如・多 動 性 障 害（ 成 人 期 ）や 統

合 失 調 症 、双 極 性 障 害 、う つ 病（ D S M - 5）と い っ た 認 知 行 動 療 法 適 応 疾 患（ 有 効 な 心 理 社 会

的 治 療 法 の ひ と つ に 認 知 行 動 療 法 が 含 ま れ て い る 精 神 疾 患 ）の あ る 患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 の

実 施 状 況 に つ い て 、 各 疾 患 ご と に 、「 ４ ： よ く 実 施 す る 」「 ３ ： た ま に 実 施 す る 」「 ２ ： あ ま

り 実 施 し な い 」「 １：治 療 機 会 は あ る が ま っ た く 実 施 し な い 」「 ０：治 療 の 機 会 が な い（ 例 ：

受 診 し て こ な い ）」 の ５ 件 法 で 回 答 を 求 め ま し た 。 回 答 対 象 と な る 精 神 疾 患 の 抽 出 に あ た っ

て は 、そ の 精 神 疾 患 の あ る 患 者 に 認 知 行 動 療 法 を 実 施 す る こ と の 妥 当 性 を 示 す 根 拠 が 必 要 で

す 。 そ こ で 、 ア メ リ カ 心 理 学 会 第 1 2 部 会 の ホ ー ム ペ ー ジ

（ h t t p s : / / w w w. d i v 1 2 . o r g / p s y c h o l o g i c a l - t r e a t m e n t s /）を 参 考 に 、「 s t r o n g / m o d e s t  r e s e a r c h  

s u p p o r t」が あ る 心 理 社 会 的 治 療 法 に 認 知 行 動 療 法 が 含 ま れ て い る 精 神 疾 患 を 抽 出 し（ 2 0 1 6

年 7 月 3 1 日 時 点 ）、 回 答 対 象 と し ま し た 。  

 

  

https://www.div12.org/psychological-treatments/
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「 ４ ： よ く 実 施 す る 」 ～ 「 ０ ： 治 療 の 機 会 が な い （ 例 ： 受 診 し て こ な い ）」 の 各 選 択 肢 を

選 ん だ 診 療 所 の 割 合 を 疾 患 別 に ま と め た の が 、 F i g u r e  4 で す 。 認 知 行 動 療 法 適 応 疾 患 の 中

で も 、 実 施 状 況 に は 差 異 が あ り ま し た 。  

 

 

 

「 ４ ： よ く 実 施 す る 」「 ３ ： た ま に 実 施 す る 」 の ２ つ の 回 答 を 合 計 し た 割 合 が 大 き い 順 に

結 果 を ま と め た の が 、 F i g u r e  5 で す 。 認 知 行 動 療 法 を 実 施 し て い る 診 療 所 の 中 で 最 も 多 く

の 診 療 所（ 8 1 . 3 %）が 認 知 行 動 療 法 を 適 用 し て い る 精 神 疾 患 は 、う つ 病 で し た 。社 交 不 安 障

害 （ 7 2 . 0 %）、 パ ニ ッ ク 障 害 （ 7 1 . 3 %）、 全 般 性 不 安 障 害 （ 6 7 . 3 %）、 強 迫 性 障 害 （ 6 4 . 3 %） が

そ れ に 続 き ま し た 。一 方 、不 眠 障 害（ 4 2 . 6 %）や 疼 痛（ 3 5 . 0 %）、神 経 発 達 症（ 発 達 障 害 ）の

ひ と つ で あ る 注 意 欠 如 ・ 多 動 性 障 害 （ 3 4 . 5 %）、 タ バ コ 使 用 障 害 （ 8 . 9 %） を 含 む 依 存 症 等 に

対 し て は 、 半 数 以 下 の 診 療 所 が 実 施 し て い る に 留 ま り ま し た 。  

平 成 2 8 年 度 診 療 報 酬 改 定 で は 、 う つ 病 等 の 気 分 障 害 、 強 迫 性 障 害 、 社 交 不 安 障 害 、 パ ニ

ッ ク 障 害 ま た は 心 的 外 傷 後 ス ト レ ス 障 害 の 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 に 診 療 報 酬 上 の 評 価
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が な さ れ て お り 、診 療 報 酬 の 評 価 対 象 と な る 疾 患 に お い て 認 知 行 動 療 法 が 実 施 さ れ や す い 傾

向 が 見 ら れ ま し た 。一 方 で 、不 眠 障 害 へ の 認 知 行 動 療 法 実 施 率 は 半 数 未 満 と 比 較 的 低 い 水 準

に 留 ま り ま し た 。諸 外 国 で は 不 眠 障 害 の 治 療 に お い て 認 知 行 動 療 法 が 重 要 な 役 割 を 担 っ て お

り 、た と え ば 、米 国 内 科 学 会 に よ る 治 療 ガ イ ド ラ イ ン で は 、慢 性 不 眠 症 の 第 一 選 択 と し て「 認

知 行 動 療 法 」、第 二 選 択 と し て「（ 認 知 行 動 療 法 の み で は 有 効 で な か っ た 場 合 ）薬 物 療 法 の 併

用 に 関 す る 共 同 意 思 決 定 ア プ ロ ー チ 」 と さ れ て い ま す （ Q a s e e m  e t  a l . ,  2 0 1 6）。 日 本 国 内 に

お い て も 、不 眠 障 害 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 を さ ら に 普 及・推 進 し て い く 必 要 性 が あ る と 言 え

ま す 。同 様 に 、疼 痛 へ の 認 知 行 動 療 法 実 施 率 も 半 数 以 下 の 水 準 に と ど ま り ま し た 。日 本 神 経

治 療 学 会 に よ る 慢 性 疼 痛 の 治 療 指 針 に お い て は 、非 薬 物 療 法 の 中 で も エ ビ デ ン ス レ ベ ル の 高

い 治 療 法 と し て 認 知 行 動 療 法 が 推 奨 さ れ て お り 、慢 性 疼 痛 に 悩 む 患 者 に と っ て 重 要 な 治 療 選

択 肢 の ひ と つ と な っ て い ま す 。  
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「 １：治 療 機 会 は あ る が ま っ た く 実 施 し な い 」と い う 回 答 の 割 合 が 大 き い 順 に 結 果 を ま と

め た の が 、 F i g u r e  6 で す 。 統 合 失 調 症 、 ア ル コ ー ル 使 用 障 害 、 不 眠 障 害 、 境 界 性 パ ー ソ ナ

リ テ ィ 障 害 、 タ バ コ 使 用 障 害 と い っ た 精 神 疾 患 が 上 位 と な っ て い ま す 。  
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「 ０ ： 治 療 の 機 会 が な い （ 例 ： 受 診 し て こ な い ）」 と い う 回 答 の 割 合 が 大 き い 順 に 結 果 を

ま と め た の が 、 F i g u r e  7 で す 。 タ バ コ 使 用 障 害 、 ア ル コ ー ル 使 用 障 害 、 神 経 性 や せ 症 、 過

食 性 障 害 、神 経 性 過 食 症 な ど 、物 質 関 連 障 害 と 摂 食 障 害 が 上 位 を 占 め ま し た 。こ れ ら の 疾 患

に つ い て は 、重 度 ア ル コ ー ル 依 存 症 入 院 医 療 管 理 加 算 や 摂 食 障 害 入 院 医 療 管 理 加 算 な ど 入 院

医 療 に よ っ て 診 療 報 酬 が 算 定 さ れ る こ と も あ る 疾 患 で あ る こ と か ら 、物 質 関 連 障 害 や 摂 食 障

害 の 治 療 は（ 今 回 の 調 査 対 象 で あ る 無 床 診 療 所 で は な く ）病 院 が 担 っ て い る こ と が 調 査 結 果

に 反 映 さ れ て い る 可 能 性 が あ り ま す 。  
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３ － ４  患 者 か ら の 要 望 と 認 知 行 動 療 法 実 施 の 関 係  

「 あ な た の 職 場 で は 、患 者 様 か ら 認 知 行 動 療 法（ 認 知 行 動 療 法 ）を 受 け た い と 相 談 さ れ た

こ と が あ り ま す か ？ 」と い う 質 問 項 目 に 対 し て 、「 は い 」と 回 答 し た 診 療 所 を「（ 認 知 行 動 療

法 実 施 の ） 要 望 あ り 」、「 い い え 」 と 回 答 し た 診 療 所 を 「（ 認 知 行 動 療 法 実 施 の ） 要 望 な し 」

に 分 類 し ま し た 。さ ら に 、各 診 療 所 で 実 施 し て い る 精 神 療 法 に つ い て 、認 知 行 動 療 法 、精 神

分 析 的 心 理 療 法 、対 人 関 係 療 法 、ク ラ イ エ ン ト 中 心 療 法 、家 族 療 法 、そ の 他 の 中 か ら 多 肢 選

択 式 で 回 答 を 求 め（ 複 数 回 答 可 ）、認 知 行 動 療 法 が 選 択 さ れ た 診 療 所 を「 実 施 あ り 」、選 択 さ

れ な か っ た 診 療 所 を 「 実 施 な し 」 に 分 類 し ま し た 。  

回 答 結 果 を ま と め た の が 、 F i g u r e  8 で す 。 外 側 の 円 が 認 知 行 動 療 法 実 施 の 要 望 有 無 、 内

側 の 円 が 認 知 行 動 療 法 の 実 施 有 無 に 関 す る 回 答 結 果 で す 。（   ） 内 の 数 字 は 、 全 回 答 9 8 5

件 を 分 母 と し た 場 合 の 、当 該 回 答 の 割 合 で す 。た と え ば 、認 知 行 動 療 法 実 施 の 要 望 あ り 、か

つ 、認 知 行 動 療 法 実 施 あ り に 該 当 す る の は 2 9 1 施 設 で 、全 回 答 9 8 5 件 の 2 9 . 5 %を 占 め ま す 。  
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認 知 行 動 療 法 実 施 に 関 す る 患 者 か ら の 要 望 に つ い て は 、6 5 0 施 設（ 6 6 . 0 %）が「 要 望 あ り 」

と 回 答 し ま し た 。そ の 中 で も 、患 者 か ら の 要 望 に 応 じ て「 実 施 あ り 」と な っ て い る の は 2 9 1

施 設（ 全 体 の 2 9 . 5 %、「 要 望 あ り 」の 4 4 . 8 %）で 、 3 5 9 施 設（ 全 体 の 3 6 . 4 %、「 要 望 あ り 」の

5 5 . 2 %）が 要 望 に は 応 じ ら れ ず「 実 施 な し 」で し た 。認 知 行 動 療 法 を 受 け た い と 相 談 さ れ て

い る 診 療 所 の 半 数 以 上 が 認 知 行 動 療 法 を 提 供 で き ず に い る 現 状 が 示 さ れ ま し た 。  

一 方 、 8 0 施 設 （ 8 . 1 %） が 、「 要 望 な し 」 か つ 「 実 施 あ り 」、 つ ま り 患 者 か ら 認 知 行 動 療 法

を 受 け た い と 直 接 相 談 さ れ る こ と は な い も の の 認 知 行 動 療 法 を 実 施 し て い る と 回 答 し ま し

た 。 患 者 か ら の 要 望 と 治 療 内 容 が 一 部 異 な っ て い る と い う 点 で は 、「 要 望 あ り 」 か つ 「 実 施

な し 」 と 同 様 に 、 留 意 す べ き 結 果 で あ る と い え ま す 。  

 

３ － ５  認 知 行 動 療 法 の 実 施 ス テ ー ジ と 実 施 阻 害 要 因  

調 査 対 象 機 関 に お け る 認 知 行 動 療 法 の 実 施 状 況 に つ い て 、以 下 の ５ つ の 選 択 肢 の 中 か ら １

つ を 選 ぶ よ う 求 め ま し た 。 各 選 択 肢 は 、 P r o c h a s ka  a n d  D i C l e m e n t e（ 1 9 8 2） が 提 唱 し た

Tr a n s t h e o r e t i c a l  m o d e l に お け る 行 動 変 容 の ス テ ー ジ の 枠 組 み に 照 ら し 合 わ せ て 、分 析 時 に

以 下 の （   ） 内 の よ う に 命 名 さ れ ま し た 。  

（ 前 熟 考 期 ）  a .  実 施 す る つ も り は な い 。  

（ 熟 考 期 ）  b .  実 施 し た い と 思 う が 、具 体 的 な 実 施 開 始 や ス タ ッ フ 雇 用 等 の 予 定 は な い 。 

（ 準 備 期 ）  c .  実 施 し 始 め る 予 定 が あ る 。 ま た は 、 認 知 行 動 療 法 を 実 施 で き る ス タ ッ フ

を 雇 用 す る 予 定 が あ る 。  

（ 実 行 期 ）  d .  す で に 実 施 し 始 め て 、 ３ 年 未 満 で あ る 。  

（ 維 持 期 ）  e .  す で に 実 施 し 始 め て 、 ３ 年 以 上 経 過 し て い る 。  

 

ま た 、 認 知 行 動 療 法 実 施 の 阻 害 要 因 に 関 す る 1 2 項 目 に つ い て 、「 あ な た （ 回 答 者 ） の 職

場 で 認 知 行 動 療 法 を 実 施 し て い て 困 る こ と 、ま た は 認 知 行 動 療 法 の 実 施 に 至 ら な い 理 由 に は 、

ど の よ う な こ と が あ り ま す か ？ 」と い う 教 示 文 を 提 示 し 、該 当 す る 項 目 の 選 択 を 求 め ま し た

（ 複 数 回 答 可 ）。「 そ の 他 」 を 選 択 し た 場 合 に は 、 自 由 記 述 に て 内 容 の 回 答 を 求 め ま し た 。  
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３ － ５ － １  認 知 行 動 療 法 の 実 施 ス テ ー ジ  

上 記 の 選 択 肢 へ の 回 答 を ま と め た の が 、Ta b l e  3 で す 。全 回 答 9 9 4 件 の う ち 、全 熟 考 期（ 実

施 す る つ も り は な い ） に 該 当 す る 診 療 所 が 3 1 2 施 設 （ 3 1 . 4 %）、 熟 考 期 （ 実 施 し た い が 予 定

は な い ）が 2 8 0 施 設（ 2 8 . 2 %）、準 備 期（ 実 施 予 定 が あ る ）が 8 施 設（ 0 . 8 %）、実 行 期（ 実 施

し て ３ 年 未 満 ） が 1 0 2 施 設 （ 1 0 . 3 %）、 維 持 期 （ 実 施 し て ３ 年 以 上 ） が 2 9 2 施 設 （ 2 9 . 4 %）

で し た 。  

 

 

 

３ － ５ － ２  認 知 行 動 療 法 の 実 施 阻 害 要 因  

認 知 行 動 療 法 実 施 の 阻 害 要 因 に 関 す る 1 2 項 目 の う ち 、 該 当 頻 度 が 最 も 多 か っ た の は 「 認

知 行 動 療 法 を 実 施 す る 時 間 が な い 」（ 3 8 6 施 設 、 3 8 . 8 %） で 、「 採 算 が 合 わ な い 」（ 3 2 7 施 設 、

3 2 . 9 %）、「 認 知 行 動 療 法 を 実 施 で き る ス タ ッ フ が い な い 」（ 2 8 0 施 設 、 2 8 . 2 %）、「 認 知 行 動 療

法 を 学 ぶ チ ャ ン ス （ 例 ： 研 修 機 会 ） が 少 な い 」（ 2 2 5 施 設 、 2 2 . 6 %）、「 認 知 行 動 療 法 を 学 ぶ

時 間 が な い 」（ 1 9 7 施 設 、 1 9 . 8 %） が そ れ に 続 き ま し た 。  

「 そ の 他 」 に は 、 以 下 の よ う な 記 述 が 見 ら れ ま し た 。  

CBT実施の阻害要因

個人的要因

CBTを学ぶ時間がない 55 91 3 18 30 197

CBTを学ぶチャンス（例：研修機会）が少ない 35 99 3 32 56 225

治療経過について相談する相手がいない 17 35 0 20 45 117

CBTの考え方等が自分には合わない 47 9 1 0 4 61

以前にCBTを試してみたが効果的でなかった 9 7 0 8 15 39

他にもっと学びたい精神療法がある 21 14 2 4 17 58

組織的要因

採算が合わない 77 82 3 46 119 327

患者様からのニーズがない 73 34 0 9 15 131

CBTを実施する時間がない 119 143 5 35 84 386

同僚がCBTに対して否定的である 3 1 0 0 4 8

CBTを実施できるスタッフがいない 91 157 2 9 21 280

CBTについて相談できる外部機関

（例：臨床心理士養成大学院）との連携やつながりがない
19 55 1 20 36 131

f) 
CBTの導入ステージについて「すでに実施し始めて，３年以上経過している。」と回答

Table 3　認知行動療法実施ステージによる認知行動療法実施阻害要因の該当頻度の違い

CBT
a)の実施ステージ

前熟考期b)

(n =312)

熟考期c)

(n =280)

準備期d)

(n =8)

実行期e)

(n =102)

維持期f)

(n =292)

項目別
合計該当頻度

a)
 CBT: Cognitive Behavioral Therapy （認知行動療法）

b) 
CBTの導入ステージについて「実施するつもりはない」と回答

c) 
CBTの導入ステージについて「実施したいと思うが，具体的な実施開始やスタッフ雇用等の予定はない」と回答

d) 
CBTの導入ステージについて「実施し始める予定がある。または，認知行動療法を実施できるスタッフを雇用する予定がある」と回答

e) 
CBTの導入ステージについて「すでに実施し始めて，３年未満である。」と回答



20 

 

・ 認 知 行 動 療 法 を 一 般 外 来 時 間 で 実 施 す る 事 は 大 変 今 の 状 況 で は 難 し い で す 。 他 の 外

来 患 者 様 の 診 察 が と ど こ お っ て し ま い ま す 。  

・ 希 望 者 が 多 く さ ば き き れ な い 。  

・ ス タ ン ダ ー ド な 認 知 行 動 療 法 は 時 間 的 に で き な い の で 、 最 初 に 説 明 し た 後 、 自 宅 で

宿 題 と し て や っ て い た だ い て い ま す 。  

・ 認 知 療 法 主 体 の 定 型 的 な や り 方 し か 診 療 報 酬 で 算 定 で き な い 事 。 個 別 性 に 応 じ た 技

法 が 、 よ り 有 効 な の が 現 場 の 感 覚 で す 。  

・ 保 険 診 療 に は 制 約 が 多 く あ り 、 採 算 性 も な い 。 自 費 診 療 で は 患 者 様 へ の 経 済 的 負 担

が 大 き い 。  

・ 心 理 士 に よ る 認 知 行 動 療 法 は 保 険 適 用 が 認 め ら れ て い な い た め 。  

・心 理 士 実 施 は 点 数 に つ な が ら な い 。看 護 師 実 施 の た め の 条 件 の ハ ー ド ル が 高 す ぎ る 。

医 師 に は 時 間 が 足 り な い 。  

・ 他 に 話 し た い こ と が あ る よ う で 、 は じ め て も 中 断 し て し ま う 。  

・ シ ー ト を 使 っ て 宿 題 方 式 で は 、 患 者 が や っ て こ な か っ た り 、 続 か な い 。 診 察 場 面 で

一 緒 に 行 う に は 、 時 間 が か か る 。  

・ 標 準 化 さ れ た も の の み を 認 知 行 動 療 法 と 呼 ぶ 流 れ に な っ て き て い る 事 が 困 る 。  

・ デ イ ケ ア プ ロ グ ラ ム の 一 部 と し て 集 団 形 式 に て 行 っ て お り 、 定 式 化 さ れ て 診 療 報 酬

対 象 と な る 「 認 知 行 動 療 法 」 と 混 同 さ れ る こ と が 困 り ま す 。  

・産 業 医 が 実 施 し て し ま う と 行 司 が 力 士 に 成 っ て 使 用 者 と 労 働 者 の 中 立 性 が 保 て な い 。 

・ 精 神 分 析 的 立 場 を と っ て い る 為 。  

・ 他 へ の 紹 介 で す ん で い る か ら 。  

 

３ － ５ － ３  認 知 行 動 療 法 の 実 施 ス テ ー ジ と 実 施 阻 害 要 因 の 関 係 性  

認 知 行 動 療 法 実 施 の 阻 害 要 因 に 関 す る 各 項 目 の 該 当 有 無（ は い ／ い い え ）と 認 知 行 動 療 法

実 施 ス テ ー ジ の ２ ×２ 分 割 表 を 用 い て 、 F i s h e r の 直 接 確 率 検 定 を お こ な い ま し た 。 認 知 行

動 療 法 実 施 の 各 阻 害 要 因 が 、認 知 行 動 療 法 実 施 の 特 定 の ス テ ー ジ に 偏 っ て い な い か を 明 ら か
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に す る た め で す 。  

「 前 熟 考 期 」 で は 、「 認 知 行 動 療 法 の 考 え 方 等 が 自 分 に は 合 わ な い 」 と 「 患 者 様 か ら の ニ

ー ズ が な い 」 と い う 回 答 が 多 く な る 傾 向 が あ り ま し た 。 一 方 、「 以 前 に 認 知 行 動 療 法 を 試 し

て み た が 効 果 的 で な か っ た 」と い う 回 答 が 多 く な る 傾 向 は 見 ら れ ま せ ん で し た 。治 療 法 の 効

果 よ り も 治 療 者 側 の 信 条 が 治 療 法 選 択 に 影 響 し て い る と い う 結 果 と な り ま し た 。  

「 熟 考 期 」で は 、「 認 知 行 動 療 法 を 学 ぶ 時 間 が な い 」「 認 知 行 動 療 法 を 学 ぶ チ ャ ン ス（ 例 ：

研 修 機 会 ）が な い 」「 認 知 行 動 療 法 を 実 施 す る 時 間 が な い 」「 認 知 行 動 療 法 を 実 施 で き る ス タ

ッ フ が い な い 」「 認 知 行 動 療 法 に つ い て 相 談 で き る 外 部 機 関 （ 例 ： 臨 床 心 理 士 養 成 大 学 院 ）

と の 連 携 や つ な が り が な い 」と い う 回 答 が 多 く な る 傾 向 が あ り ま し た 。認 知 行 動 療 法 の さ ら

な る 普 及 に あ た っ て は 、学 習 機 会 の 充 実 化 や 認 知 行 動 療 法 実 施 者 の 養 成 、高 等 教 育 機 関 と 臨

床 現 場 と の ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 等 が 重 要 課 題 と な る 可 能 性 が 示 さ れ ま し た 。  

「 準 備 期 」 に つ い て は 、 回 答 件 数 が 非 常 に 少 な か っ た た め 、 分 析 対 象 か ら 除 外 し ま し た 。 

「 実 行 期 」で は 、「 認 知 行 動 療 法 を 学 ぶ チ ャ ン ス（ 例：研 修 機 会 ）が な い 」「 治 療 経 過 に つ

い て 相 談 す る 相 手 が い な い 」「 以 前 に 認 知 行 動 療 法 を 試 し て み た が 効 果 的 で な か っ た 」「 採 算

が 合 わ な い 」「 認 知 行 動 療 法 に つ い て 相 談 で き る 外 部 機 関 （ 例 ： 臨 床 心 理 士 養 成 大 学 院 ） と

の 連 携 や つ な が り が な い 」と い う 回 答 が 多 く な る 傾 向 が あ り ま し た 。実 施 当 初 は 認 知 行 動 療

法 が 期 待 ど お り に 奏 功 し な い 傾 向 が あ る こ と が 報 告 さ れ ま し た 。ま た 、認 知 行 動 療 法 の 学 習

機 会 の 充 実 化 に 加 え て 、す で に 認 知 行 動 療 法 が 実 施 さ れ て い る 診 療 所 で の 治 療 の 質 を さ ら に

向 上 さ せ る た め に も 、ス ー パ ー ビ ジ ョ ン 体 制 の 充 実 化 が 重 要 課 題 と な る 可 能 性 が 示 さ れ ま し

た 。  

「 維 持 期 」で は 、「 治 療 経 過 に つ い て 相 談 す る 相 手 が い な い 」「 採 算 が 合 わ な い 」と い う 回

答 が 多 く な る 傾 向 が あ り ま し た 。認 知 行 動 療 法 を 一 定 以 上 の 期 間 実 施 し て い る 診 療 所 か ら は 、

ス ー パ ー ビ ジ ョ ン 体 制 の 充 実 化 と 予 算 確 保 と い う ２ つ の 課 題 が 特 に 多 く 挙 げ ら れ た と い え

ま す 。  
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３ － ６  認 知 行 動 療 法 を 実 施 す る ス タ ッ フ の 職 種  

認 知 行 動 療 法 を 実 施 す る ス タ ッ フ の 職 種 に つ い て 、医 師 、看 護 師 、作 業 療 法 士 、精 神 保 健

福 祉 士 、 臨 床 心 理 士 、 そ の 他 の 中 か ら 多 肢 選 択 式 で 回 答 を 求 め ま し た （ 複 数 回 答 可 ）（ 認 知

行 動 療 法 実 施 診 療 所 の み 回 答 ）。「 そ の 他 」を 選 ん だ 場 合 に は 、自 由 記 述 に て 内 容 の 回 答 を 求

め ま し た 。  

３ － ６ － １  認 知 行 動 療 法 を 実 施 す る ス タ ッ フ の 職 種  

上 記 の 選 択 肢 へ の 回 答 を ま と め た の が 、 F i g u r e  9 で す 。 臨 床 心 理 士 が 認 知 行 動 療 法 を 実

施 し て い る 診 療 所 が 2 4 0 施 設 と 最 も 多 く 、 認 知 行 動 療 法 実 施 診 療 所 3 8 6 施 設 の 6 2 . 2 %を 占

め ま し た 。そ れ に 続 い て 、医 師 が 2 1 4 施 設（ 5 5 . 4 %）、精 神 保 健 福 祉 士 が 5 1 施 設（ 1 3 . 2％ ）、

看 護 師 が 3 2 施 設（ 8 . 3 %）、作 業 療 法 士 が 1 0 施 設（ 2 . 6 %）で し た 。「 そ の 他 」に は 、保 健 師 、

管 理 栄 養 士 、言 語 聴 覚 士 、保 育 士 、産 業 カ ウ ン セ ラ ー 、認 定 行 動 療 法 士 、家 族 心 理 士 、認 定

心 理 士 、 心 理 士 、 カ ウ ン セ ラ ー 、 と い っ た 記 述 が 見 ら れ ま し た 。  
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３ － ６ － ２  認 知 行 動 療 法 を 実 施 す る ス タ ッ フ の 職 種 と 認 知 行 動 療 法 実 施 の 時 間 的 制 約  

「 6 .  認 知 行 動 療 法 の 実 施 ス テ ー ジ と 実 施 阻 害 要 因 」 の Ta b l e  3 に 示 さ れ た と お り 、 認 知

行 動 療 法 実 施 の 阻 害 要 因 と し て「 認 知 行 動 療 法 を 実 施 す る 時 間 が な い 」が 最 も 多 く 挙 げ ら れ

て お り 、 認 知 行 動 療 法 実 施 の 時 間 的 制 約 を 解 決 す る 手 立 て が 求 め ら れ ま す 。  

F i g u r e  1 0 は 、認 知 行 動 療 法 を 実 施 し て い る 職 種 と 、認 知 行 動 療 法 実 施 阻 害 要 因 と し て「 認

知 行 動 療 法 を 実 施 す る 時 間 が な い 」 と い う 選 択 肢 へ の 回 答 内 容 と の 関 連 を 示 し た も の で す 。 

 

 

 

認 知 行 動 療 法 実 施 ス タ ッ フ に 臨 床 心 理 士 が 含 ま れ た 診 療 所 2 4 0 施 設 の う ち 、 認 知 行 動 療

法 実 施 阻 害 要 因 と し て 「 認 知 行 動 療 法 を 実 施 す る 時 間 が な い 」 が 選 択 さ れ た の は 5 7 施 設

（ 2 3 . 8 %） で し た 。 認 知 療 法 ・ 認 知 行 動 療 法 の 診 療 報 酬 が す で に 算 定 さ れ て い る 医 師 （ 1 3 6

施 設 、 6 3 . 6 %）や 看 護 師（ 1 4 施 設 、 4 3 . 8 %）と 比 較 す る と 、臨 床 心 理 士 が 認 知 行 動 療 法 実 施

を 担 っ て い る 診 療 所 で は「 認 知 行 動 療 法 を 実 施 す る 時 間 が な い 」と い う 報 告 が 少 な く な る 傾

向 が あ り ま す 。 同 様 に 、 精 神 保 健 福 祉 士 （ 9 施 設 、 1 7 . 6 %） や 作 業 療 法 士 （ 0 施 設 、 0 . 0 %）
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が 認 知 行 動 療 法 を 実 施 し て い る 診 療 所 に お い て も 、時 間 的 制 約 の 問 題 は 報 告 さ れ に く い 傾 向

が 見 ら れ ま し た 。  

こ れ ら の 結 果 か ら 、 臨 床 心 理 士 （ 心 理 専 門 職 ）、 精 神 保 健 福 祉 士 、 作 業 療 法 士 と い っ た 職

種 に お け る 認 知 行 動 療 法 実 施 者 の 養 成 が 、今 後 の 重 要 課 題 で あ る と い え ま す 。一 方 、い ず れ

の 職 種 で も 、資 格 認 定 の た め の 教 育 カ リ キ ュ ラ ム で は 認 知 行 動 療 法 の ト レ ー ニ ン グ が 必 須 で

は な い た め 、資 格 取 得 後 の 研 修 機 会 の 整 備 が 認 知 行 動 療 法 実 施 者 養 成 の 鍵 と な り ま す 。ま た 、

こ れ ら は い ず れ も 認 知 行 動 療 法 の 診 療 報 酬 に 算 定 さ れ な い 職 種 で あ り 、認 知 行 動 療 法 実 施 阻

害 要 因 の 上 位 に あ る 「 採 算 が 合 わ な い 」 と い う 点 の 解 消 が 必 要 不 可 欠 で す 。  

 

４  本 調 査 の ま と め と 今 後 の 展 望  

本 調 査 で は 、① 日 本 の 地 域 精 神 医 療 に お け る 認 知 行 動 療 法 の 実 施 状 況 、② 認 知 行 動 療 法 の

実 施 を 阻 害 し て い る 要 因 、の ２ 点 に 焦 点 を 当 て て 、全 国 の 精 神 科 診 療 所 を 対 象 と し た 実 態 調

査 を お こ な い ま し た 。 ① に つ い て 、 日 本 全 国 で の 認 知 行 動 療 法 の 全 体 実 施 率 は 6 . 2 %、 回 答

者 内 実 施 率 は 3 7 . 9 %で し た 。認 知 行 動 療 法 を 実 施 し て い る 診 療 所 の 約 ８ 割 が 、そ の 他 の 精 神

療 法 と 折 衷 す る 形 で 認 知 行 動 療 法 を 取 り 入 れ て い ま し た 。② に つ い て は 、認 知 行 動 療 法 実 施

の 阻 害 要 因 と し て 多 く 挙 げ ら れ た の は 「 認 知 行 動 療 法 を 実 施 す る 時 間 が な い 」「 採 算 が 合 わ

な い 」「 認 知 行 動 療 法 を 実 施 で き る ス タ ッ フ が い な い 」 等 で し た 。 認 知 行 動 療 法 の さ ら な る

普 及 に あ た っ て は 、学 習 機 会 や ス ー パ ー ビ ジ ョ ン 体 制 の 充 実 化 、認 知 行 動 療 法 実 施 者 の 養 成 、

予 算 確 保 等 が 重 要 課 題 と な る 可 能 性 が 示 さ れ ま し た 。  

本 調 査 の 主 な 限 界 点 は 、回 答 率 の 低 さ（ 1 6 . 5 %）に 伴 い 、認 知 行 動 療 法 実 施 診 療 所 と し て

把 握 で き た 施 設 数 が 少 な か っ た こ と で す 。８ 割 以 上 の 診 療 所 が 本 研 究 に 対 し て 未 回 答 で あ り 、

本 研 究 の 結 果 が 日 本 全 国 の 精 神 科 診 療 所 に お け る 認 知 行 動 療 法 実 施 の 実 態 を ど こ ま で 正 確

に 反 映 し て い る か と い う 点 に つ い て は 、一 定 の 限 界 が あ り ま す 。ま た 、認 知 行 動 療 法 実 施 診

療 所 と し て 把 握 で き た 施 設 数 は 日 本 全 国 の 精 神 科 診 療 所 の う ち 約 1 6 施 設 に つ き １ 施 設 程 度

に と ど ま り ま し た 。認 知 行 動 療 法 の ニ ー ズ が 着 実 に 強 ま り 、認 知 行 動 療 法 を 実 施 す る こ と で

診 療 報 酬 が 算 定 さ れ る 精 神 疾 患 の 数 が 増 加 す る 中 で 、依 然 と し て 、認 知 行 動 療 法 を 実 施 し て
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い る 診 療 所 を 見 つ け る こ と は 患 者 に と っ て 容 易 で は な い こ と が 推 察 さ れ ま す 。本 研 究 の デ ー

タ に よ り「 認 知 行 動 療 法 実 施 医 療 機 関 リ ス ト 」が 整 備 さ れ ま し た が 、該 当 診 療 所 が 一 件 も 掲

載 さ れ て い な い 都 道 府 県 も あ り 、認 知 行 動 療 法 に 患 者 が ア ク セ ス す る た め の 資 料 と し て は 情

報 量 が 不 十 分 で す 。  

上 記 の 限 界 点 を 克 服 す る 方 策 と し て 、厚 生 労 働 省 を 実 施 主 体 と す る 実 態 調 査 を 実 施 し 、認

知 行 動 療 法 へ の ア ク セ ス を 高 め る た め の 情 報 収 集 お よ び 国 民 へ の 開 示 を お こ な う こ と が 求

め ら れ ま す 。調 査 用 紙 を 受 け 取 る 診 療 所 と 、認 知 行 動 療 法 実 施 医 療 機 関 の 情 報 を 受 け 取 る 国

民 の い ず れ に と っ て も 、調 査 お よ び そ の 結 果 へ の 信 頼 性 を 高 め る 要 因 と し て 、調 査 実 施 者 が

厚 生 労 働 省 で あ る こ と に 勝 る も の は あ り ま せ ん 。ま た 、数 年 に 一 度 な ど 定 期 的 に 調 査 を お こ

な う こ と で 、認 知 行 動 療 法 実 施 率 の 地 域 格 差 の 推 移 等 が 明 ら か に な る だ け で な く 、認 知 行 動

療 法 実 施 医 療 機 関 に 関 す る 最 新 の 情 報 が 国 民 の 手 元 に 届 く よ う に な り ま す 。こ う し た 調 査 を

お こ な う に は 、人 員 や 予 算 の 規 模 が 著 し く 小 さ い 研 究 者 個 人 の 努 力 だ け で は 明 ら か に 限 界 が

あ り ま す 。居 住 す る 地 域 等 に か か わ ら ず 、受 け た い 医 療 的 支 援 を 全 国 民 が 等 し く 受 け ら れ る

よ う に な る た め に も 、厚 生 労 働 省 を 主 体 と す る 実 態 調 査 の 実 施 と デ ー タ ベ ー ス の 整 備 が 望 ま

れ ま す 。  
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